













のような現実か ら提起される人間,社会に関する今 日的な諸問題に対応 し,人間のしあわせ
への道標をうち立てることが私たちに課せ られた課題である。現代 という歴史構造の中から
発生す る問題は,当然のことながら,人間生活のもろもろの領域に相互に重複 し,関連 しあ




いものにちがいない。 しか し,学問研究にあっては,新たな認識領域を拓 き,ひ とつの準拠
系を確立 したとき,それを不当に一般化する,と いう危険がつねに存 していることか らいう
ならば,学 際的研究には この一般化が拡大再生産される おそれをなしとしない。 私たちが
直面 し,解決をせまられている今 日の問題の多 くは人類的関心をあつめているもので,そ の
解決に私たちが近ずきえない理由は,ただ学問が未熟だからではなく,また学際的研究がな
おざりにされてきた とい うだけで もない。その理由は学問それ自体のありかたに一層大きく
基因している,と はいえないであろうか。
学問,と りわけ経験科学は,経験性の濃度が高まるほど〈何のため〉の学問か,と い うこ
とに対する感覚をにぶらすものである。もし,経験科学が,数 量化 しえないものは科学的研
究 と無縁である,〈何のため〉の問いは科学 と哲学 とを混同するものである,とい うような
暗黙の前提の自明性に埋没 しているなら,〈知は力なり〉にともなうべき責任が うとん じら
れ,人 間の悟性が可能にするもののすべてが必ず しも理性的ではない,と いう自覚がもたれ











察 し,何のための学問かを問いただす ことによって人間の問題の真の意味をまず回復させ よ
うと志向するか らである。
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